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１ 留学先及び実習期間 

実習先：セントラルミズーリ州立大学 

留学期間：平成 29年 8月 23日（水）～平成 29年 12月 8日（金） 

  ※帰国は１2月 9日（土） 

 

２ 留学先概要 

（１） 大学について 

セントラルミズーリ州立大学はウォーレンズバーグという都市に位置する。ウォーレ

ンズバーグは人口約 2 万人ののどかな地域である。とても自然が豊かで様々な動物に遭遇

することがある。また閑静な地域であるため学習するには最適の環境である。学生数は約

14000人で全米 49州、世界 59か国から生徒が集まっている。大学内にはジムや映画館、

ボーリング場など様々な施設が完備されている。大学内の図書館には自主学習スペースや

ディスカッションスペースが設置されており多くの生徒が利用している。 

 

（２） 大学で行われている教育について 

セントラルミズーリ州立大学には、IEPという第二言語として英語を学ぶ学生のため

のプログラムがあり、今回の派遣留学ではこのプログラムの中で英語を学んだ。クラスは

レベル３から 9まであり英語が苦手な学生も基礎から学び力をつけることができる。日本

人の留学生の他にも韓国や中国、サウジアラビアなど様々な国からの留学生がおり、多種

多様な文化や言語にも触れることができる。授業内容は文法、リスニング、スピーキン

グ、発音、歴史、文化、TOEICがある。 

 

３ 留学目的 

  今回の留学では英語力の向上が一番の目的である。これまでの勉強はリスニングとリ

ーディングが多かったため話す力に全くと言ってもいいほど自信がなかった。しかし将来

英語を生かした職業に就くには、スピーキング力は特に必要な力である。その力を伸ばす

ためには実践的に英語を使い、より身近に感じることが大事だと考えた。日本では日常的

にネイティブの英語を聞くことはできず、実際に使う機会も少ない。英語で考えて話す習

慣を身につけるには、英語を使わなければいけない環境に自分を置くべきだと考えた。ま

た実際に英語を使い、様々な人と関わることで自分に足りない部分を再確認し、これから

の勉強に役立てていくことも目標とした。英語力上達以外にも、日本では感じられない異

文化を自分の身で感じ、視野を広げたいと考えた。 
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４．留学内容 

以下から留学の内容を記述する。 

留学期間中に行った活動の詳細は付録に記載する。 

 

４-１. 留学のスケジュール 

留学期間中のスケジュールは以下のとおりである。 

 

 Mon Tue Wed Thu Fri 

9：00～

10：50 

Reading Communication 

Skills  

Reading Communication  

Skills 

 

11：00～

12：50 

Writing Grammar Writing Grammar Weekly 

Check-in 

13：00～

13：50 

Lunch Break Lunch Break Lunch Break Lunch Break  

14：00～

14：50 

Accent 

Reduction 

American 

culture 

Accent 

Reduction 

American 

culture 

 

15：00～

15：50 

American 

History 

USA and Japan American 

History 

USA and Japan  

16：00～

16：50 

TOEIC  TOEIC CP  

 

４-２. 留学の詳細 

スケジュールに記載してある各項目の内容は以下のとおりである。 

ⅰ）Reading 

  教科書や本を読み、理解する力を養う。また速読の練習もするため英文を早く読む力

も付く。 

 

ⅱ）Writing 

  教科書を参考にしながら正しいエッセイの書き方を学ぶ。自分で決めたテーマに沿っ

てエッセイを完成させる。 

 

ⅲ）Accent Reduction 

  現地の大学生が指導役となって発音の練習をしていく授業。５から６人という少人数

での授業なので細かく指導してもらえる。 
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ⅳ）American History 

  日本では学ぶことのできないアメリカの歴史を学ぶ。実際に歴史ある地を訪れ歴史と

文化を体感することができる。 

 

ⅴ）TOEIC 

  TOEICの点数アップに向けて練習問題解いていき、大問ごとに解き方や問題の傾向を

確認していく。 

 

ⅵ）Communication Skills 

  教科書に沿ってリスニングやディスカッションの練習をする。またグループや個人で

プレゼンテーションがある。スピーキング力が養われる。 

 

ⅶ）Grammar 

  教科書の問題を解いて今までの文法を再確認できる。また週に一回の小テストで理解

度の確認をする。 

 

ⅷ）American culture 

  アメリカの文化を学ぶ授業。様々な場所に行きアメリカ文化や歴史を感じることがで

きる。 

 

ⅸ）USA and Japan 

  アメリカの文化と習慣について学び、日本文化との違いを個人やグループで調べ発表

する。 

 

ⅹ）CP（Conversation Partner Hour） 

  自分の CPや現地の大学生と会話やゲームをして交流ができる。 

 

ⅺ）Weekly Check-in 

  後期のみの授業。サンクスギビング中の予定や一週間の予定を確認する。 
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５．当初目的・目標達成度 

今回の留学の達成度についてそれぞれまとめる。 

 

ⅰ）英語力の向上 

留学に行く前と行った後を比べると、確実に成果が表れていた。留学に行ったばかりの

ころはネイティブの英語を聞き取るのが難しく感じたが、徐々に聞き取ることができるよ

うになった。また会話でも他の生徒や先生から多くの会話表現を学ぶことができた。授業

の中では英語のプレゼンテーションが特に苦手だったが、発表の機会がたくさんあり少し

克服することができた。周りの影響もあり、勉強に対するモチベーションも以前より高く

なったと感じるのでこれを維持していきたい。 

 

ⅱ）視野を広げる 

留学生活の中では沢山のカルチャーショックを受けた。アメリカ以外の文化も知ること

ができ日本との違いがとても新鮮だった。授業中の会話でも様々な国の文化を学んだ。ま

た日本に興味を持っている外国人は多く、日本の文化を紹介することもあった。異国の文

化を知ることで、自国の文化を改めて知ることもできたと感じる。 

 

６．反省・課題 

今回の留学はこれまでにない体験をし、多くのことを学んだ有意義なものであった。ま

たそれとともに自分の英語力のなさを感じ、自分に足りない部分を再確認できた。これか

らも学ぶことはたくさんあるので、この反省を生かし時間を無駄にせずやるべきことに向

き合っていきたい。 

 

謝辞 

今回の留学で授業や私たちをサポートしてくださった Mrs. Valerie、Mrs. Jill、授業を

受け持ってくださった先生方、その他大勢の関係者の皆様に深く感謝を申し上げます。ま

た、留学の準備から帰国までサポートしてくださった矢口裕子先生、藤本直樹先生、小林

伊織先生、学務課の方々には心から感謝申し上げます。最後に本学から奨学金をいただい

たこと、家族のサポートのおかげで留学を実現させられたことに、心より感謝いたしま

す。 
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付録：留学日誌 

以下に留学中の主な日程を記す。 

 

8/23 

出国（成田⇒ダラス・フォートワース⇒カンザスシティ⇒大学寮） 

前泊していたためホテルから成田空港まで全員で移動した。 

カンザスシティに到着後バスで大学寮に向かう。 

大学寮に到着しチェックイン。 

 

8/24-27 

キャンパスツアー、ショッピング、プレースメントテスト、IEPボーリングパーティ 

8/24：お世話になる先生と顔合わせをし、2グループに分かれて予防接種と IDの作成を

行った。この日に Wi-Fiの接続をした。その後ウォルマートでショッピングをした。 

8/25：午前はプレースメントテストだった。問題形式は TOEICと似ている。午後の IEP

ボーリングパーティでは様々な国の留学生や先生達と大学内のボーリング場でボーリン

グをした。 

 

8/28-9/3 

授業開始、アメリカンフットボール観戦、旅行 

8/28：授業が始まったが、私たちがアメリカに到着する前から授業が始まっていたので

少し遅れたスタートとなった。緊張していたが先生も留学生もとても優しく接してくれ

た。 

8/31：大学のアメリカンフットボールチームの試合があった。地元の応援が熱く大学内

はお祭りのように賑やかだった。 

9/3：留学生たちとミズーリ州の州都ジェファーソンシティに行った。初めて電車に乗

ったがとても快適だった。 
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9/4-9/10 

ショッピング、スモア、野球観戦 

9/4：この日は祝日で、現地の大学生と共にショッピングに行った。 

9/7：夜にスモアを体験した。参加は自由で無料だった。 

9/10：IEPのメンバーで Royalsの野球観戦に行った。野球場内にはカンザスシティのシ

ンボルである噴水がありとてもきれいだった。 

 

9/11-9/17 

授業、教会に行く 

9/17：近くの教会に連れて行ってもらった。キリスト教の人はやはり多く、教会にはた

くさんの人が集まっていた。聖歌が現代風にアレンジされていたことがとても驚きだっ

た。 

 

9/18-9/24 

授業、Field Trip 

9/22：授業の一環で Jefferson Cityに行った。ここに行くのは二回目だったが、歴史

を学んだり説明を聞いたりしながら観光するとまた違った感覚で見ることができた。 

9/23：IEPメンバーで Kansas Cityのプラザと博物館へ行った。 

 

9/25-10/1 

授業、映画鑑賞 

9/26：大学内に移動式動物園が来ていた。アルパカや羊、馬などと触れ合った。授業の

後、IEPで近くの映画館へ映画鑑賞をしに行った。前から気になっていた”IT”を観る

ことができた。ポップコーンを買ったが日本のものとは違いとても大きかった。 

9/29：大学内の映画館で映画を観た。ここでは学生に毎週無料で映画を公開している。 

 

10/2-10/8 

授業（プレゼンテーション、Final Exam）、Japan Festival、ミュージカル鑑賞 

この週は前期の Final Examとプレゼンテーションがあった。 

10/7：カンザスシティで開催された Japan Festivalに参加した。Activity Buddyと一

緒に行動した。日本に興味のある外国人はとても多く、特にアニメのコーナーには多く

の人が集まりコスプレをする人々もいた。 

10/8：大学内で学生によるミュージカル公演があった。〝Foot loose″というミュージ

カルだったが、学生とは思えない歌と演技に圧倒された。 
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10/9-10/15 

後期授業開始、Homecoming 

この週から後期の授業が始まり、授業のレベルやクラスが変わる人もいた。 

10/14：この日は Homecoming Paradeというイベントがあり、各国の留学生たちで民族

衣装を纏ったり国旗を持ったりしながら町を練り歩いた。日本人の留学生は浴衣を着て

参加した。 

10/15：少し離れたところにある韓国の教会に訪れた。聖書や聖歌も韓国語だったので

韓国に来たような気持ちになった。ここでは教会の人に韓国料理を振舞ってもらった。 

 

10/16-10/22 

授業 

10/16：American Historyの授業で昔の学校や裁判所、教会に訪れた。教会ではスモア

やホットドッグを作ったり、ハロウィンにむけてカボチャにペインティングを施したり

した。 

 

10/23-10/29 

授業、Field Trip 

ハロウィンが近づき、大学内にはハロウィンの装飾が増えてきた。 

10/27：American Cultureの授業の一環で農場に行った。ここではカボチャを栽培して

いるためハロウィンらしいオレンジのカボチャが沢山置かれていた。またアップルサイ

ダーやアップルキャラメルも味わった。 

   

 

10/30-11/5 

授業（Midterm Exam）、Halloween 

この週は Midterm Examがあった。グループプレゼンも近くクラスメイトと話し合いを

した。 

10/31：ハロウィンは先生達も仮装をして授業をしていた。近くのダウンタウンではお
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菓子やホットドックを配っていて行列が続いた。子供から大人までハロウィンを盛り上

げ、楽しんでいた。 

 

11/6-11/12 

授業（プレゼンテーション）、Food show 

この週は C.Sのグループプレゼンテーションがあった。 

11/11：この日は Food showというイベントがあった。日本の留学生で協力して日本食

を作り来てくれた人に振舞った。材料が違うため大変だったが、日本食を海外の人々に

伝える良い機会となった。 

 

11/13-11/19 

授業、Thanksgiving Break（IEP Thanksgiving、Dinner with Host families） 

11/15：Accent Reductionの最後の授業だった。指導してくれた現地の学生がゲームや

パイを用意してくれてお別れ会をした。 

11/16：IEPの Thanksgiving Dinnerに行った。七面鳥やパンプキンパイなど

Thanksgivingの料理を食べることができた。 

11/18：日本人の方が住んでいる教会で夕食を食べた。日本食もいただくことができて 

11/19：Host familyの Lindseyさんの家に行き夕食を一緒に食べた。おすすめのお店や

場所を紹介してもらえた。Lindsayさんの子供や犬と遊びとても良い思い出になった。 

 

11/20-26 

Thanksgiving Break 

Thanksgiving期間中は食堂が営業していないため、Mrs. Valerieと Mrs. Jillに食料

調達などをしていただいた。休暇中に体調を崩した時も 2人には本当にお世話になっ

た。 

11/20,21：電車でセントルイスに向かい動物園に行った。セントルイス動物園は無料だ

が、無料とは思えないほど多くの珍しい動物を見ることができた。。 

 

11/27-12/3 

授業（プレゼンテーション） 

この週は次週の Final Examに向けた授業が多かった。C.Sは個人のプレゼンテーション

があった。 

 

12/4-7 

Final Exam、TOEIC、Awards Ceremony 
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12/4,5：Reading, Writing, C.S, Grammarの Final Examが行われた。 

12/6：午前は TOEICが行われ、その後 Awards Ceremonyという留学生の卒業式が行われ

た。 

 

12/8 

帰国（カンザスシティ⇒シカゴ⇒成田） 

この日はカンザスシティ空港までのバスの到着が遅れ、IEPの先生方が協力してくれた

おかげで搭乗には何とか間に合った。 

シカゴの空港では搭乗時間まで時間があったので、各自で行動した。 

 

 

 

 

 

 

 

 


